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例会報告    VOL.６１ No.２０ (No.2712) １月２４日(水) 晴れ (司会 淀名和茂彦委員長) 

  本例会での主な事項 

◎会長あいさつ       ◎会員卓話  廣井 信会員 

                            

 

誕生祝                          財団表彰 

                   

≪会 員≫大塚令昌会員                ベネファクター  石塚利明会員 

≪ご主人≫大河会員                   マルチプル  青木正弘会員  古矢 満会員 

 

幹事報告   石塚利明幹事 

週   報  なし 

例会変更  なし 

２月１０日(土)IM バス出発時間は、白井石油さん前から８時です。 

 

会長挨拶   松崎隆詞会長    

皆さんこんにちは、１月第三週例会のご挨拶を申し上げます。先週の新年会には

たくさんのご参加ありがとうございました。おかげ様で盛況の新年会となりました。

小林親睦委員長はじめ親睦委員の皆様お疲れ様でした。 

本日は廣井会員の卓話です、どうぞよろしくお願いいたします。 

１月は職業奉仕月間です。ロータリークラブの職業奉仕とはご存じの方も多いと思

いますが、パストガバナーの話をもとに、改めて発信したいと思います。創始者で

あるポールハリスの考えは、「職業」のもつ基本コンセプトは、当時の状況からは

対峙する「勤労」（まじめに働くこと）という単純なことだったと考えられます。したがって、彼の考える「職業奉

仕」とは、倫理観を基礎にした「勤労による社会貢献」というのがもっとも近いのではと思われる。しかもそれ

はやみくもに利益追求を蔑視することではなかったはずです。日本の資本主義の父、渋沢栄一翁の談話

集「論語と算盤」という経営哲学と同じく、現実社会において生活することのできる「道徳に基づいた商業」

をめざしていたのだろう。つまりは「道徳・倫理といった人の道と利益追求を同時に兼ね備えた活動」を職業

の意とするとの思想に違いない、と話されてます。 

今日は、私の職業に因んで自動車関連事情をお話したいと思います。2023年の国内新車販売台数は 500

万台弱と思われ回復基調にあります。内容にも注目したく、登録乗用車のみでありますが、燃料別の新車

販売をみると、電動車の合計販売台数（HⅤ・PHⅤ・EⅤ・ＦⅭⅤ）は全ての月で 50％を超えています。 

我が国においては脱炭素化にむけた取り組みの一環として、２０３５年までに国内の乗用車新車販売を

100％電動化するという目標が掲げられます。但し、日本の電源構成事情やⅬⅭA 等の観点から、この目

標には HⅤも含まれています。 

HⅤは日本の自動車産業の強みである内燃機関の技術をいかしながら環境対策にも貢献する車両であり、
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今後も国内販売車両の電動化をけん引する存在と考えられてます。以上挨拶といたします。 

 

会員卓話   廣井 信会員   「メンタルヘルスについて」 

   

(スライド１）みなさん、こんにちは。年末に石塚幹事様より、メンタルヘルスについて卓話のご依頼がありま

した。専門外ではありますが、昨今、なぜメンタルヘルスへの関心が高まっているかをお話しさせていただ

きます。 

（スライド 2）グラフは 2009 年から 2021 年の労災請求件数の推移です。ご覧の様に精神障害による労災請

求件数は 2009 年の 1136 件から 2012 年には 2346 件となり 2 倍以上に増加しています。 

  

（スライド３）次に過労死の内訳に注目します。 

グラフの青の部分は過労により脳出血や心筋梗塞などの身体疾患を発症し亡くなられたケースです。赤の

部分は過労自殺で、毎年、過労死全体の 40〜45％を占めています。過労自殺はメンタルヘルスが極度に

傷害され、うつ病などの神経疾患に進展し自殺に至るものです。勿論、青の部分、身体的な疾患を発症し

て死に至った場合でも何らかのメンタルヘルス傷害は潜在していたと思われます。 

（スライド４）“医療法に基づく医療計画”とは厚労省が毎年、２次医療圏ごとに（常総市はつくば医療圏に属

しますが）、がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病の四疾病、および五事業に対応できる医療供給体制を

整備するよう策定し指導するものです。精神障害に起因する労災の増加に伴い、2013 年に精神疾患が追

加され“四疾病五事業”から“五疾病五事業”となりました。 

  
（スライド５）そして 2014 年の改正労働安全衛生法により、2015 年から事業所でのストレスチェックが義務

化されました。 
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（スライド６）精神疾患に基づく労災請求件数の増加に伴い、2013 年以降、厚労省が活発に動き始めました

が、その後も精神疾患に基づく労災は増え続けており、ストレスチェックが有効に機能しているかについて

は懐疑的とならざるを得ません。 

  

（スライド７）職業性ストレス簡易調査票の一例です。基準以上の高点数となった場合に高ストレス者と判定

され、労働安全衛生担当者または事業主が産業医に報告、産業医は本人が面談を希望した場合に面談

を行い、必要に応じて精神科や心療内科の受診を勧めます。 

（スライド８）小休止。レンヌにて、旧証券取引所。2023.12.10 

  

（スライド９）さて、この CM はみなさんよくご存じのことと思います。 

この時点ではバブル景気はまだ終わっていません。24 時間戦えますか？とジャパニーズビジネスマンを鼓

舞しています。しかし、この直後、1900 年代初頭にバブル経済が崩壊します。 

（スライド１０）バブル崩壊後の日本経済の衰退は、当初言われた“失われた 10 年”が、20 年、30 年と言い

換えられるほど長期化しました。山一證券の野澤社長の“社員は悪くありませんから…”と号泣していた姿、

記憶に焼きついています。このような経済不況の環境下で電通事件が起こります。 

  

（スライド１１）“過労死”という概念はこの電通事件をきっかけにクローズアップされるようになったといわれて

います。2014 年には過労死防止法が成立しますが翌年ふたたび電通で過労自殺が発生しました。1 例目

の判決では、酒席で上司から靴の中に注がれたビールを飲むよう強要されたり、靴の踵で叩かれるなどの

パワーハラスメントの事実も認定されました。長時間労働＋ハラスメントによるメンタル不調からうつ病をきた

し自殺に至ったわけです。 
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（スライド１２）過労自殺は後を絶ちません。本人のまじめすぎる性格や責任を背負いこむ性格も過労自殺

の一因ですが、メンタル不調の兆候は必ずや表れていたはずです。これを見過さないようにしなければなり

ません。 

  

（スライド１３）モン・サン・ミシェルから望むサン・マロ湾 2023.12.11 

（スライド１４）メンタルヘルスとは“精神面の健康”のことで、WHO は情緒的健康、知的健康、社会的健康、

人間的健康これら全てが健全であることが精神面の健康が保たれている状態、としています。 

  

（スライド１５）メンタルヘルス不調の症状をスライドに掲げましたが事業主や上司が気付きやすい症状として

は“表情が乏しくなる”、“遅刻や欠勤が増えた”、“仕事のミスが増える”、“身だしなみに無頓着になる”など

があげられると思います。 

（スライド１６）メンタルヘルス不調が遷延するとスライドに掲げたような精神疾患へと進展します。うつ病は過

労自殺を誘発する危険性が高い精神疾患です。 

  

（スライド１７）メンタルヘルス不調の原因として、まず長時間労働が挙げられます。電通事件、医師の過労

死について先ほど供覧しました。医師の働き方改革が本年４月からいよいよ実施されます。そしてストレス

です。労働環境、作業環境、ハラスメント、過度のノルマ、不適切配置、などがストレスとなるでしょう。 

（スライド１８）法律で禁止されている３つのハラスメント、パワハラ、セクハラ、マタハラについては労働施策

総合推進法で、事業主に防止策を講じることを義務付けています。2022 年４月１日から中小企業も義務化

の対象となりました。 
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（スライド１９）最後に様々なハラスメントをご紹介します。 

本日は、精神障害に基づく労災請求件数の増加、過労死、過労自殺に触れ、その背景にあるメンタルヘ

ルス不調、ストレス、メンタルヘルス一般について供覧しました。 

（スライド２０）ご清聴ありがとうございました。 

 

 

出席報告   中島成則委員長 

会員総数 出席者数 欠席者数 出席免除 メーク 出 席 率 

５３名 ３９名 １４名 ０名 ４名 ８１．１３％ 

 

ニコニコボックス   能勢竜司委員            入金額  40,000 円   累計 1,455,000 円 

誕生祝御礼≪会員≫大塚会員   ≪ご主人≫大河会員 

新年会ご苦労様でした。廣井会員本日卓話宜しくお願いします。  松崎会員 

先週は新年会お疲れ様でした。廣井会員卓話宜しくお願いします。   石塚(利)会員 

廣井先生本日卓話よろしくお願い申し上げます。   五木田会員 

廣井先生卓話楽しみです。皆様寒さが増してきました！お大事に。  北村(仁)会員 

廣井会員本日は宜しくお願いします。また、マルチプル表彰受けました。   古矢会員 

廣井先生卓話よろしくお願いします。   石塚(克)・淀名和  各会員 

廣井先生今日はお勉強させて頂きます。   北村(英)会員 
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卓話楽しみにしております。  鈴木(茂)会員 

廣井会員卓話楽しみにしております。   能勢会員 

廣井さん卓話楽しみにしています。   宮本会員 

本日も宜しくお願いします。  鯉沼会員 

新年会例会お疲れ様でした。   中山会員 

先日は新年会ご参加頂きありがとうございました！！   小林会員 

今年もどうぞ宜しくお願いします。   大河会員 

財団表彰マルチプル６回目と７回目を頂きました。２０日水戸、２１日に日立でのロータリーの勉強に行って

参りましたが、帰ってきて酒を飲むとね・・・です。   青木(正)会員 

 

『新年会分』 47,000 円(累計は新年会含む) 

ロータリークラブ辰年初の新年行事、新年会宜しくお願いします。   松崎会員 

新年会を楽しんでください。   石塚(利)会員 

親睦委員会のみなさん、たいへんお疲れ様です。  石井・大澤  各会員 

親睦委員会の皆様新年会設営ご苦労様でした。   淀名和・笹生  各会員 

親睦委員会の皆様ありがとうございます。   宮代会員 

おいしいお酒を飲みましょう。   倉持会員 

新年会お世話になります。   染谷(正)会員 

明けましておめでとうございます。   北村(英)会員 

本年もよろしくお願いします。  宮本・山中・斎藤(広)・青木(清)・渡邉(潤)・染谷(秀)  各会員 

新年おめでとうございます。今年もよろしくお願いします。   大堀会員 

おめでとうございます。８９歳になりました。本年もよろしく。  大塚会員 

おめでとうございます。  武藤会員 

ご苦労様です。  熊谷会員 

能登半島地震お見舞い申し上げます。   石塚(克)会員 

親睦委員会の皆様お世話になります。ガバナーノミニー事務所に机、椅子、パーテーション、ロッカーが届

き、少しずつ形が整ってきました。あとは事務機器と電話です。事務員さんを募集中です。ご紹介下さい。

みなさんの事務所です。是非お立ち寄りください。    青木(正)会員 

その他   小島・松村・松坂(武)・秋田・鈴木(茂)・雨谷   各会員 

会報委員会  斎藤広巳委員長   能勢竜司副委員長   渡邉潤子委員 

 

RI 会長エレクトが 2024-25 年度会長テーマを発表 

国際ロータリーのステファニー・アーチック会長エレクトは、2024-25 年度会長テーマ「ロータリーのマジック」（The 

Magic of Rotary）を発表し、多くの人びとを救うロータリーの力を認識してこれをさらに広げるよう呼びかけました。 

「誤解しないでください。私たちは魔法の杖を振って呪文を唱え

るだけでポリオを根絶したり、世界に平和をもたらしたりするわけ

ではありません」。1 月 8 日、ロータリー国際協議会でアーチック

会長エレクトは次期地区ガバナーにこう語りました。「それは皆

さん次第です。プロジェクトを終えるたび、寄付するたび、新会

員を迎えるたびに、皆さんはマジック（魔法）を生み出すので

す」 
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マクマーリー・ロータリークラブ（米国ペンシルバニア州）の会員であるアーチック会長エレクトは、ドミニカ共和国

で浄水器の設置活動に携わったときにロータリーのマジックを目にしました。そのとき、汚い水がフィルターに入

り、反対側から透明な水が出てくるのを、二人の少年が見ていました。 

「少年の一人が私の袖をつかんで、『もう一度魔法を見せて』と言ったのです」とアーチック氏。「もちろん、その浄

水器が魔法なのではありません。浄水器を輸送し、設置し、現地のリーダーと協力してメンテナンスを行うために、

私たちは懸命に活動しました。安全な水を簡単に入手できれば自分たちの人生が変わるということを、少年たち

は知っていました。私が少しでもその力になれたと知ったことで、私の人生も変わったのです」 

 

平和を優先する 

アーチック氏は、ロータリーの行動計画を推進し、継続と変化のバランスを取り、平和のために活動するよう会員

に促しました。2025 年には「分断された世界を癒す」をテーマに会長主催平和会議を開催する予定となっていま

す。  

ロータリーには、平和センターのネットワークを通じて平和を促進してきた長い歴史があると、アーチック氏は述

べました。世界各地の名門大学に拠点を置く平和センターは、現在 140 カ国以上で活躍する約 1,800 人の平和

フェローを育ててきました。トルコのイスタンブールにあるバーチェシェヒル大学に設置される最新の平和センタ

ーでは、2025 年に第 1 期フェローが学業を開始します。 

「ロータリー平和フェローシップは、紛争を終わらせ、予防するきっかけとなる平和・開発の専門家を世界各地で

育成するために、20 年以上前に始まりました」とアーチック氏。「この会議は、ロータリーの平和活動に焦点を当

て、ともに学ぶ機会となります」 

アーチック氏はさらに、ポリオ根絶へのコミットメントについても繰り返し触れ、ポリオプラス・ソサエティへの参加

や、各地区でのソサエティの創設など、ポリオ根絶のために全力を尽くすよう次期ガバナーに求めました。  

「地元の議員や政府のリーダーに連絡し、ポリオが現在も脅威であることを伝えて、ポリオ根絶への支援を呼び

かけてください。ポリオは今も私たちの最優先事項であり、最大限のコミットメントが必要とされます。成すべき重

要な仕事はまだ多くあります」 

 

継続と変化のバランス 

また、継続と変化のバランスを取ることの必要性も強調し、どちらもロータリー行動計画の原動力であると述べま

した。  

「この計画は、ロータリーの最善のアイデアを捨てるのではなく、それを土台として築いていくもの」とアーチック氏。

「私たちは、バランスを取るという難題に直面しています。自分たちを変えつつも、自分たちの真の姿に忠実であ

り続けなければなりません」 

さらに、クラブでの体験を会員にとって魅力的なものとするために必要な対策を取るよう、ガバナーに求めました。 

「これは、皆さんの地区でのやり方を変えることを意味するかもしれません。地区が過去 50 年間に同じ方法で物

事を行ってきたのであれば、おそらくそれを見直す時が来ているでしょう。地区内のクラブが活発に活動していな

い場合、または会員が減っている場合、地域社会にもっと合った新クラブを結成する時が来ているのかもしれま

せん。クラブや地区が長年変わっていないからといって、誰も変化を望んでいないわけではありません」 

アーチック氏は、好ましい変化をもたらす一つの方法は、クラブで多様性、公平さ、インクルージョン（DEI）の原

則を取り入れることであると述べました。 

「行動志向の次世代の人たちをオープンな心で迎えていただけることを願っています。たとえ、地元クラブの典

型的な会員とは異なるタイプの人であっても」とアーチック氏。「DEI を受け入れれば、共通の目的のために結束

しやすくなります。ともに献身し、力を注げば、ロータリーは最も効果的で時代に即した存在になることができます」 
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